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序     文 
 

フィリピン共和国（以下、「フィリピン」と記す）では、近年の経済活動の発展および国際化の

進展に伴い、犯罪の多様化、凶悪化が進んでいる。このためフィリピン国家警察では、我が国と

の初動捜査や鑑識分野の技術協力の成果により、犯罪現場における指紋採取技術が向上し、犯罪

者検挙時に採取する指紋カードについても、既に約 21 万枚が収集・保管されている。しかし現在

は、それら指紋カードと犯罪現場において採取される遺留指紋を目視により確認しているため、

各種作業に多くの時間を要し、指紋照合による被疑者特定は極めて困難な状況であり、収集され

た指紋が有効に活用されていない状況であった。 

このような状況の下、フィリピン政府は大量に保管されている指紋のデータベース化をめざし、

被疑者および犯罪者指紋と現場遺留指紋とを自動で照合することで、被疑者の特定を迅速かつ効

率的に行うことを目的として、2003 年度に我が国政府の無償資金協力により「指紋自動識別シス

テム（AFIS）整備計画」が実施された。 

AFIS の有効活用には、指紋電子データ化の際のオペレーターによる遺留指紋トレース技術、指

紋照合時の照合、鑑定技術の向上が必要不可欠であるため、同分野への技術指導が要請され、2006

年７月より「AFIS を用いた指紋の入力、トレース、照合、鑑定が適切に行われる」ことをプロジ

ェクト目標とした３年間のプロジェクトが実施されている。 

 今般、プロジェクト期間の終了を約５か月後に控え、プロジェクトの成果を評価するとともに、

プロジェクト終了後の対応について相手国側と協議するため、2009 年２月 15 日から２月 20 日ま

で終了時評価調査団を現地に派遣した。 

 本報告書は、同調査団の調査・協議結果を取りまとめたものであり、今後の国際協力活動の進

展に広く活用されることを願うものである。 

 ここに、これまでのプロジェクトにご協力いただいた内外の関係各機関の方々に心から謝意を

表するとともに、今後の一層の支援をお願いする次第である。 

 

平成 21 年５月 

 

独立行政法人国際協力機構 

公共政策部長 中川 寛章 
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評価調査結果要約表 
１. 案件の概要 

国名：フィリピン共和国 案件名： 

指紋自動識別装置運用強化計画プロジェクト 

分野：ガバナンス・公共安全 援助形態：技術協力プロジェクト 

所轄部署：公共政策部 法・司法課 協力金額（評価時点）：68,039 千円 

2006.7.14-2009.7.13 先方関係機関：フィリピン国家警察 

 日本側協力機関：警察庁 

協力 

期間 

 他の関連協力： 

無償資金協力「指紋自動識別システム整備計

画」(2003 年度）

１－１ 協力の背景と概要 

フィリピン共和国（以下「フィリピン」と記す）では、近年の経済活動の発展および国際化

の進展に伴い、犯罪の多様化、凶悪化が進んでいる。このためフィリピン国家警察（PNP）で

は、このような犯罪動向に対処するため科学犯罪捜査の強化を進めており、我が国も初動捜査

や鑑識分野の技術協力を実施し、フィリピン国家警察の科学的な犯罪捜査能力強化を支援して

きている。これら技術協力の成果により、犯罪現場における指紋採取技術が向上し、犯罪者検

挙時に採取する指紋カードについても、既に約 21 万枚が収集・保管されている。しかし、そ

れら指紋カードと犯罪現場において採取される遺留指紋を目視により確認していたため、各種

作業に多くの時間を要し、指紋照合による被疑者特定は極めて困難な状況であり、収集された

指紋が有効に活用されていない状況であった。 

このような状況の下、フィリピン政府は大量に保管されている指紋のデータベース化をめざ

し、被疑者および犯罪者指紋と現場遺留指紋とを自動で照合することで、被疑者の特定を迅速

かつ効率的に行うことを目的として「指紋自動識別システム整備計画」を策定した。同計画の

ためのシステム整備に必要な資金については、我が国政府が無償資金協力の要請を受け、2003

年度「指紋自動識別システム整備計画」が実施された。 

 同協力により、指紋自動識別装置（AFIS）、基本的な端末操作、ソフト・ハードのメンテナ

ンス、指紋カードのデータコンバージョン(電子登録)等の技術は整備されたものの、AFIS の

有効活用には指紋電子データ化の際のオペレーターによる遺留指紋トレース技術、指紋照合時

の照合、鑑定技術の向上が必要不可欠であり、今回同分野への技術指導が要請された。 

 

１－２ 協力内容 

（１）上位目標 

   AFIS を活用した指紋情報をもとに適正捜査が行われる。 

 

（２）プロジェクト目標 

   AFIS を用いた指紋の入力、トレース、照合、鑑定が適切に行われる。 
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（３）成果 

１）AFIS オペレーターおよび指紋検査官の中から、指紋の入力・トレース、照合、鑑定

技術に関する指導者が育成される。 

２）AFIS オペレーターおよび指紋検査官の指紋の入力・トレース・照合、鑑定技術およ

び管理技術が改善される。 

 

（４）投入 

１）日本側投入 

①専門家派遣 

・短期派遣専門家：延べ 10 名（９MM；AFIS 研修指導、写真撮影技術） 

②国別研修 

・指紋鑑定：２名×２か月×５回 

２）フィリピン側投入 

①カウンターパート配置  

②執務スペース 

③AFIS 運用にかかる維持管理経費 

２. 評価 

（１）妥当性 

プロジェクトの妥当性は高い。 

・PNP 中期開発計画（2004-2010）において、「効果的かつ信頼のおける法執行」として、

基本的な機材・設備の建設・維持および犯罪予防インフラ・技術の改善に資するものと

して AFIS の設置が位置づけられている。 

・無償資金協力にて供与した AFIS を適切に運用するために、科学犯罪研究所（CL）の AFIS
オペレーター自身が指紋の入力、トレース、照合、鑑定の一連の技術を習得することは

不可欠な要素であり、指導者候補を育成しつつ、オペレーター全体の底上げを図ったプ

ロジェクトのアプローチは妥当であると考えられる。 

 

（２）有効性 

プロジェクトの有効性は中レベルであるが、いくつか問題も見られる。 

・登録指紋数は 2009 年１月現在、54 万弱とプロジェクト開始当初の２倍に伸びた。しか

し、重複登録や不適切登録も多く、現在削除登録および再登録作業をしている。 

・遺留指紋照会回数は、2008 年に 1,377 回と伸びている。ただし、同一指紋の複数回照会

も多い。 

・地方からの定期的な押なつ指紋および遺留指紋の送付数が減少していることは、AFIS 全

体のキャパシティに大きな影響を与えている。 

 

（３）効率性 

プロジェクトはおおむね効率的であったといえる。 

・専門家の投入量（MM）は本邦リソース派遣元の事情により、当初計画の半分程度であ

るが、派遣回数を当初予定より増やして頻繁に作業進捗を確認する形で指導した。 
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・本邦研修はおおむね計画通り実施された。 

・現地セミナー・OJT は、プロジェクト開始当初は AFIS オペレーター全員向けのセミナ

ーを実施していたが、中盤以降は作業課題を明確にして、その進捗にあわせた OJT を実

施した。 

・上記の結果、AFIS オペレーターの中で実質的なリーダー的存在として技術を擁して活躍

する人材が育成され、プロジェクト後半では押なつ指紋について適正かつ迅速な登録が

できるようになった。 

・プロジェクトで投入した資機材は写真セミナー関連機材と遺留指紋読取装置（予定）で

あるが、どちらも活動成果を上げるためには重要なものといえる。 

・不適切な指紋登録に対する削除および再登録作業により、プロジェクトが当初計画して

いた活動が遅れるといった影響が出ている。 

 

（４）自立発展性の見込み 

プロジェクトの自立発展性を確保するためには、以下の点に留意する必要がある。 

・AFIS は PNP 独自予算での維持管理契約により維持されているが、セキュリティ対策に

ついて改善が必要とされている。 

・将来の AFIS 運用に向けて、プロジェクトで育成した人材を活かして、新たに雇用される

AFIS オペレーターへの指導体制を確立することが求められる。 

・AFIS でのヒット数を上げるためには、遺留指紋の再登録および押なつ指紋との照合技術

の向上が不可欠である。また、地方の警察署から Crime Laboratory 本部への指紋情報の送

付は、AFIS の機能に大きく影響する要因である。 

・2005年から2008年までのヒットにかかわらず、被疑者検挙の情報は報告されていない。

AFIS による鑑定結果の捜査への活用および犯罪者の検挙が、持続的な AFIS の活用を促

進することになる。 

３．特記事項（提言・教訓等を含む） 

上記の評価結果から、遺留指紋における再登録および押なつ指紋との照合にかかる技術の習

得を目的に、１年間の延長の必要性につき、PNP 関係者と認識が一致した。プロジェクトによ

って得られた成果の自立発展性、ならびに活動の持続性を考慮したうえで、協力期間中および

終了後に向けた提言事項は次のとおりである。 

 

（１）プロジェクト期間中に考慮すべき事項 

１）よりヒット率を高めるために、押なつ指紋の削除登録／再登録にかかる作業を完了さ

せ、被疑者押なつ指紋の入力を強化する。 

２）遺留指紋の適切な照会方法にかかる検討を継続する。 

３）AFIS のパスワードの定期的な変更といったセキュリティ対策を見直す。 

 

（２）プロジェクト終了後、自助努力を持続させるために考慮すべき事項 

１）PNP・CL が AFIS の新しいオペレーターに対して自立的に研修を実施できるような体

制を整備する。 

２）地方で作成された押なつ指紋登録を増やすために、地方での押なつ指紋作成および中
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央への送付にかかるシステムを整備する。 

３）地方の警察署から CL への指紋の収集、および AFIS で照合・鑑定した結果の犯罪捜

査への活用にかかる総合的な調整のための仕組みを検討する。 

 

（３）教訓：機材の効果的活用のための技術的および組織的管理体制 

AFIS という大掛かりな機材を導入しても、それだけで課題を解決することはできず、

それを使いこなすだけの技術と体制が重要である。技術については、機材を操作する技術

のみならず、指紋を見るための基本的な知識や技術があって初めて成り立つものである。

また、組織として当該機材を運用していくための人員配置や管理体制も、持続性の観点か

ら不可欠な要素である。 

 



第１章 終了時評価調査の概要 
 

１－１ 調査団派遣の経緯と目的 

本プロジェクトは、2003 年度に実施された無償資金協力「指紋自動識別システム（Automated 
Fingerprint Identification System: AFIS）整備計画」(9.75 億円)を踏まえて、「AFIS を用いた指紋の

入力、トレース、照合、鑑定が適切に行われる。」ことをプロジェクト目標として、2006 年７月よ

り３年間にわたり実施されてきた。 

本調査団は、2009 年７月のプロジェクト終了を控え、以下の諸点を目的とした終了時評価を実

施するために、2009 年２月 15 日から２月 20 日まで派遣された。 

 

（１）プロジェクト開始時の討議議事録（Record of Discussions：R/D）に基づき、これまでのプ

ロジェクト活動の進捗状況、実績、プロセス、目標の達成見込みを整理および確認する。 

（２）小規模案件につき、開発援助委員会（Development Assistance Committee：DAC）の評価５

項目のうち、３項目（妥当性、有効性、効率性）を評価する。加えて、自立発展性の観点か

ら評価・提言を行う。 

（３）進捗状況、達成度を踏まえ、協力期間終了までに対応すべき事項を両者で確認のうえ、具

体的対応策、スケジュールについて協議し、合意する。また、終了後の対応について協議を

行う。 

（４）上記評価結果および今後対応すべき事項をカウンターパート（Counterpart：C/P）機関と協

議し、合意する。合意内容を協議議事録（Minutes of Meetings：M/M）（英文）としてまとめ、

フィリピン C/P 機関と署名をする。 

（５）今後の警察分野（とりわけ科学捜査）にかかる教訓・提言等を導き出し、評価結果を含め、

終了時評価表案を作成する。それを関係在外事務所と協議したうえで、終了時評価報告書（和

文）を作成する。 

 

 

１－２ 調査団の構成 

氏 名 担当業務 所 属 

神田 道男 団長・総括 国際協力機構 専門技術嘱託 

赤羽 浩幸 警察行政 警察庁長官官房国際課 係長（警部） 

木全 洋一郎 評価分析 国際協力機構公共政策部法・司法課 
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１－３ 調査日程 

  日 程   活 動 目 的 

１ ２月15日 日 AM 09:35 NARITA→MANILA13:30（JL741）   

     PM 19:00 専門家チームとの夕食会合 評価イメージの共有 

２ ２月16日 月 AM 
9:00-12:30 JICA フィリピン事務所およ

び専門家チームとの打合せ 
評価イメージの共有 

     PM 
14:00-14:30 科学犯罪研究所（CL）所長

表敬 
調査団表敬挨拶 

      14:30-16:30 CL 幹部との協議 
評価概要の説明、プロジェ

クト成果の把握 

３ ２月17日 火 AM 
10:00-12:00 AFIS 施設見学 

AFIS オペレーターへのインタビュー 
プロジェクト成果の把握 

     PM 
14:00-16:00 AFIS オペレーターへのイン

タビュー 
プロジェクト成果の把握 

４ ２月18日 水 9:00-10:00 作戦局との協議 

地方での指紋収集・送付強

化の取り組み 

AFIS 鑑定結果の活用につ

いて 

     

AM 

10:00-12:00 M/M 協議（１） 
成果達成状況、３項目評価

結果の協議 

     PM 14:00-16:00 M/M 協議（２） 提言、教訓の協議 

５ ２月19日 木 
9:00-9:30 市民警備隊／銃器爆発物課訪

問 

表敬訪問（銃器対策プロジ

ェクト） 

     10:00-11:00 M/M 最終確認 M/M ドラフトの最終確認 

     

AM 

11:00-11:30 犯罪捜査隊訪問 表敬（初動捜査専門家） 

     
14:00-14:30 フィリピン国際警察（PNP）
長官報告（副長官代理） 

評価結果報告 

     14:30-15:00 M/M 署名 M/M 署名 

     
15:30-16:00 在フィリピン日本（NEDA）

報告 
評価結果報告 

     

PM 

17:00-18:00 在フィリピン日本大使館報

告 
評価結果報告 

６ ２月20日 金 AM 10:30-11:30 JICA フィリピン事務所報告
評価結果報告および今後の

協力にかかる協議 

     PM 14:50 MANILA→19:50 NARITA（JL742）   
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１－４ 主要面談者 

＜フィリピン側＞（Philippine National Police：PNP） 

（１）PDDG Geary L Barias Deputy Chief PNP for Operations 
 
（２）作戦局（Directorate of Operation：DO） 

  PDIR Silvero D Alarcio Jr Director for Operation 
  PSSUPT Arnold R Revilla Deputy Director for Operation 
  PSSUPT Ager P Ontog Hr Executive Officer 
 

（３）科学犯罪研究所（Crime Laboratory：CL） 

  PCSUPT Arturo G Cacdac Jr   Director of Crime Laboratory 
  PSSUPT Francisco S Manalo Jr  Deputy Director for Administration 
  PSSUPT Liza M Sabong Deputy Director for Operation 
  PSSUPT Lorlie N Arroyo Acting Chief of the Directorial Staff＊ 
  PSUPT Wilfredo Cayabyab Assistant Director for Logistics 
  PSUPT Marlon Ganzon Assistant Director for Comptrollership 
  PSUPT Jesus Bacani Assistant Director for Operations 
  PSUPT Teroy B Taguinod  Assistant Director for Personnel 
  PSUPT Gerardo Tumbaga Sr Chief, Internal Legal Affairs Service＊ 

  SUPT Jesus B Vinluan Chief, Project Management Office＊ 

  SUPT Angeles Hernandez Jr Chief, Fingerprint Identification Div. 
  NUP Arturo P Marasigan NUP Supervisor 
  PCI Valiente G Tebia Chief, AFIS Branch 

（＊本終了時評価におけるフィリピン側評価メンバー） 

 

＜日本側＞ 

（１）JICA 専門家 

  扇澤 昭宏  個別専門家「プログラムマネージャー／長官アド

バイザー」 

  田中 信之  個別専門家「警察科学捜査（鑑識）」 

  星野 吉宏  個別専門家「初動捜査」 

  小粥 達朗  銃器対策プロジェクト長期専門家「銃器対策」 

  桐生 勉   本プロジェクト短期専門家「AFIS 研修指導」 

 

（２）JICA フィリピン事務所 

  松田 教男  所 長 

  岩上 憲三  次 長 

  菊池 宣洋  企画調査員 
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１－５ プロジェクトの背景と概要 

（１）プロジェクトの背景 

PNP に対する初動捜査や鑑識分野の技術協力の成果により、犯罪現場における指紋採取技

術が向上し、犯罪者検挙時に採取する指紋カードについても、既に約 21 万枚が収集・保管さ

れている。しかし、それら指紋カードと犯罪現場において採取される遺留指紋を目視により

確認していたため、各種作業に多くの時間を要し、指紋照合による被疑者特定は極めて困難

な状況であり、収集された指紋が有効に活用されていない状況にある。 

このような状況の下、フィリピン政府は大量に保管されている指紋のデータベース化をめ

ざし、被疑者および犯罪者指紋と現場遺留指紋とを自動で照合することで、被疑者の特定を

迅速かつ効率的に行うことを目的として「指紋自動識別システム整備計画」を策定した。同

計画のためのシステム整備に必要な資金については、我が国政府が無償資金協力の要請を受

け、2003 年度「指紋自動識別システム整備計画」（9.75 億円）が実施された。 

同協力により、AFIS、基本的な端末操作、ソフト・ハードのメンテナンス、指紋カードの

データコンバージョン（電子登録）等の技術は整備されたものの、AFIS の有効活用には指紋

電子データ化の際のオペレーターによる遺留指紋トレース技術、指紋照合時の照合、鑑定技

術の向上が必要不可欠であり、今回同分野への技術指導が要請された。 

 

（２）プロジェクトの概要 

本プロジェクトは、PNP の CL を C/P 機関として、「AFIS を用いた指紋の入力、トレース、

照合、鑑定が適切に行われる。」ことをプロジェクト目標に、2006 年７月より３年間にわたり

実施されている。 

具体的には、①AFIS オペレーターおよび指紋検査官の中から指紋の入力、トレース、照合、

鑑定技術に関する指導者が育成されること、②AFIS オペレーターおよび指紋検査官の指紋の

入力、トレース、照合、鑑定技術および管理技術が改善されることを成果として設定した。 

①については、AFIS オペレーターの中でも指導者的人材を特定し、５回の本邦研修を通じ

て集中的に育成し、その成果を帰国後に講義実施を指導してきた。 

②については、2008 年 12 月までに合計６回の短期専門家派遣を通じて指導を重ねてきた。

当初は何人かのトレーナー候補を絞りつつ、遺留指紋のトレース技術を指導してきたが、AFIS
導入時の不適切な登録指紋が蓄積されたことが深刻化し、押なつ指紋、遺留指紋の削除およ

び、より適切な形での再登録作業にかかる指導が中心となっていった。また、登録指紋のデ

ータベースとしての活用をにらみ、遺留指紋の写真化や照会方法、日々の統計管理、および

被疑者情報と照会するための押なつ指紋カードの作成についても指導した。 

-  -4



 

第２章 終了時評価の方法 
 

２－１ 評価方針 

2006 年７月の R/D 署名時に合意したプロジェクト・デザイン・マトリクス（Project Design 
Matrix：PDM）に基づき、活動進捗、実績、実施プロセスの確認とともに、プロジェクト目標お

よび目標達成に必要な２つの成果（①AFIS オペレーターおよび指紋検査官の中から指紋の入力、

トレース、照合、鑑定技術に関する指導者の育成、②AFIS オペレーターおよび指紋検査官の指紋

の入力、トレース、照合、鑑定技術および管理技術の改善）の達成見通しをフィリピン側評価チ

ームとともに合同評価した。 

 

２－２ 評価の手順 

 本プロジェクトの終了時評価は、以下の手順で実施された。 

 

（１）既存資料のレビュー 

 事業事前評価表、専門家業務完了報告書のほかに、2003 年度の無償資金協力事業の基本設

計調査（Basic Design：B/D）報告書などをレビューし、プロジェクトの形成過程、活動の推

移、成果の現状を整理した。 

 

（２）評価グリッドの作成 

PDM をもとに評価３項目にかかる評価グリッドを作成した。  

 

（３）投入・活動進捗状況の整理および成果・目標の達成状況の確認 

 既存資料および現地でのヒアリング等を通じて、投入および活動の進捗状況を整理し、プ

ロジェクト成果および目標の達成状況を「高い（High）」、「中程度（Moderate）」、「低い（Law）」

の３段階で評価した。 

 

（４）評価３項目による評価と分析 

 評価グリッドにおける以下の３項目に対応する評価指標の達成度を検証し、（３）と同様の

基準で評価した。あわせて、自立発展性の見込みについても、政策、組織、財政、技術など

の点から検討した。 

  １）妥当性（Relevance） 

フィリピン政府の政策およびプロジェクト受益者のニーズの観点からプロジェクト目標

および上位目標の妥当性を判断する。 

  ２）有効性（Effectiveness） 

プロジェクトが真にターゲット層の利益となっているかを判断する。プロジェクト成果

の実現により、プロジェクト目標が予定通り達成されたかどうかも判断される。 

  ３）効率性（Efficiency） 

プロジェクトにおける資源が有効に活用されたかという視点から投入と成果との関係を

問う。その意味で、達成されたプロジェクト成果や目標に比して、プロジェクトの投入コ

ストが妥当であったかが判断される。 
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（５）評価 M/M の協議・署名 

 作成された投入・活動の進捗状況、成果・目標の達成状況および評価グリッドをもとに、

評価結果の概要を日・フィリピン双方の評価チーム間で協議した。協議による合意事項は M/M
に取りまとめられ、双方の代表により署名交換された。 
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第３章 プロジェクトの実績 
 

３－１ 投入実績 

 2009 年２月時点での日本側、フィリピン側の投入実績は次のとおり。（一部、投入予定のものを

含む） 

 

（１） 日本側投入 

 １）派遣専門家 

＜短期派遣専門家＞ 

延べ 11 名（12MM）が派遣されている〔AFIS 研修指導／運用指導：８名（9.5MM）、写

真撮影技術：３名（2.5MM）〕。詳細は付属資料２の表１参照。 

２）本邦研修 

10 名の C/P（AFIS オペレーター）が研修に参加した。詳細は付属資料２の表２参照。 

３）現地セミナー 

５回のセミナーを実施し、157 名が参加した。詳細は付属資料２の表３参照。 

４）機材供与 

写真撮影セミナーにかかる専門家携行機材（1,969,000 円）のほか、供与機材として遺

留指紋読取装置（13,095,000 円）を 2009 年４月に供与予定である。詳細は付属資料２の

表４参照。 

 

（２） フィリピン側投入 

１）C/P 
CL 所長、指紋課長、AFIS 係長のほか、AFIS 供与時に新たに雇用された 72 名の AFIS オ

ペレーターが C/P となっている。 

２）建物・施設およびその他の便宜供与 

本プロジェクトは短期専門家のみの派遣であるため、プロジェクトとしての事務室は存

在しないが、AFIS オペレーターの執務室、AFIS サーバー室が用意されている。 

３）運営資金 

 プロジェクト実施のための特別な予算枠はないが、AFIS の維持管理のための経費は全額

PNP 独自予算により賄われている。 

 

３－２ 活動の進捗状況 

（１）「1-1 AFIS オペレーターおよび指紋検査官の中から指導者候補を選定する。」 

2006 年８月～９月の専門家派遣時に、C/P からトレーナー候補２名を選出した。 

 

（２）「1-2 指導者候補に対して、指紋トレース、照合技術の指導を行う。（本邦研修）」 

2006 年 10 月～11 月に、選出した２名のトレーナー候補に対して本邦研修を実施し、2007

年６月～８月に、同トレーナー候補を講師とした現地セミナーを実施した。 

2007 年９月～12 月に、別のトレーナー候補２名に対する本邦研修を実施し、2007 年 12 月

に、同トレーナー候補による現地セミナーを実施した。 
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2008 年にも２名×３回本邦研修を実施したが、CL におけるシフト制導入により、トレーナ

ー候補による指導の場は確保できていない。トレーナー候補たちは、マネジメント、SE、オ

ペレーターとして活躍している。 

 

（３）「2-1 AFIS オペレーターおよび指紋検査官に対し、指紋に関する基礎知識教養（研修）を

行う。」 

2006 年９月に、AFIS 基本セミナー（２日間・３クラス・56 名）を実施した。 

2007 年６月に、New Approach in Ten Print Registration（押なつ指紋・遺留指紋照合、余罪照

合など）のセミナーを（４日間・２クラス・62 名）実施した。 

2007 年７月に、遺留指紋担当者に対するセミナー（４日間・９名）を実施した。 

2008 年 12 月に、PNP における AFIS の重要性にかかるセミナー（AFIS 係以外の職員も対象）

を実施した。 

 

（４）「2-2 AFIS オペレーターおよび指紋検査官に対し、指紋トレース、照合に関する基礎知識・

技術を指導する。」 

2006 年８月および 2007 年６月の派遣時には、遺留指紋トレース技術や遺留指紋照会技術、

データベース構築にかかる指導が中心であった。（遺留指紋照会技術は現在も継続中） 

2007 年６月の派遣時より日報・月報・年報による統計管理を指導し、現在も継続中。 

2007 年 12 月の派遣時以降は、押なつ指紋の重複登録および不適切登録による削除登録およ

び再登録、遺留指紋の再登録にかかる指導が中心となっている。遺留指紋の削除登録につい

ては、課題が指摘されているものの、まだ実施されていない。 

 

（５）「2-3 AFIS オペレーターおよび指紋検査官に対し、遺留指紋原本撮影のための写真技術を

指導する（OJT）。」 

2008 年４月に、CL 内に暗室が整備された。 

2008 年８月に、CL 内スタッフを対象とした写真セミナー（12 日間・２クラス・20 名）を

実施し、遺留指紋の写真化が推進された。 

 

３－３ 成果の達成状況 

（１）成果１「AFIS オペレーターおよび指紋検査官の中から、指紋の入力・トレース、照合、鑑

定技術に関する指導者が育成される。」 

プロジェクト開始当初にトレーナー候補を選出し、講師経験を含めて集中的に育成を図っ

た結果、実質的にリーダー的な存在として技術を擁して活躍する人材が育成された。  

AFIS のオペレーターが３年間固定しており、今後の人事異動を考えると、新規に採用され

るオペレーターのため、AFIS 内部における研修システムの確立や運用技術の継承の仕組みづ

くりが、自立的な運用のためには重要である。 

 

（２）成果２「AFIS オペレーターおよび指紋検査官の指紋の入力、トレース、照合、鑑定技術お

よび管理技術が改善される。」 

押なつ指紋登録については、再登録手続きが進むにつれて、適正かつ迅速な登録ができる

-  -8



 

ようになってきた。 

遺留指紋登録については、まだ倍率が違う、画像が悪いまま登録されており、今後遺留指

紋読取装置による遺留指紋登録指導により適切かつ迅速な登録作業が行われることが望まれ

る。遺留指紋照会については、遺留指紋のトレース技術の向上やデータベースの構築により

改善が見られてきたが、犯罪現場で処理された遺留指紋の実践的な鑑定経験を積んでいくこ

とが求められる。 
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第４章 評価結果 
 

４－１ 妥当性 

プロジェクトの妥当性は高い。その理由は次のとおりである。 

 

（１）フィリピンの政策との整合性 

フィリピン中期国家計画（2004～2010 年）によると、テロ対策や誘拐、違法薬物取引をは

じめとした犯罪取締りは、政府の優先課題である。現政権では、そのひとつの戦略として PNP
の専門的機能を高めることとしている。 

PNP 中期開発計画（2004 年～2010 年）および PNP 総合移行プログラムにおいて、「効果的

かつ信頼のおける法執行」として、基本的な機材・設備の建設・維持および犯罪予防インフ

ラ・技術の改善のために AFIS の設置が位置づけられている。 

PNP 改革プログラムにおいて「科学捜査研究所（CL）の施設、組織、人材配置・運営シス

テム改善計画の策定」が挙げられている。 

本プロジェクトは、科学捜査に欠かせない指紋照合システムの運用促進および指紋照合・

鑑定技術能力向上のための技術指導を通じた、高度な警察科学捜査機能促進を図る協力であ

る。 

 

（２）ターゲット・グループの選択 

CL 指紋課の AFIS オペレーター56 名が主なターゲットである。 

供与した AFIS の運用技術の向上という目的を考えれば、主たるターゲッティングは適切で

あるが、CL 内の他の部署（特に指紋係）との連携という意味ではやや希薄であった。 

 

（３）日本の援助政策との整合性 

フィリピン国別援助計画（2008 年６月）および JICA 国別援助実施方針（2008 年９月）に

おいて、本案件を含む警察能力向上は、重点課題「雇用機会の創出に向けた持続的な経済成

長」の中の「グッドガバナンス」に資する協力として位置づけられている。 

 

（４）プロジェクトアプローチとしての適切さ 

無償資金協力にて供与した AFIS を適切に運用するために、CL の AFIS オペレーター自身

が指紋の入力、トレース、照合、鑑定の一連の技術を習得することは不可欠な要素であり、

指導者候補を育成しつつ、オペレーター全体の底上げを図ったプロジェクトのアプローチは

妥当であると考えられる。 

 

４－２ 有効性 

プロジェクトの有効性は中レベルである。その理由は以下のとおりである。 

 

（１）プロジェクト目標の達成見込み 

「プロジェクト目標：AFIS を用いた指紋の入力、トレース、照合、鑑定が適切に行われる。」 

登録指紋数は 2009 年１月現在、537,834 とプロジェクト開始当初の２倍に伸びた。しかし、
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重複登録や不適切登録も多く、現在削除登録および再登録作業をしている。 

遺留指紋照会回数は 2008 年に 1,377 回と伸びている。ただし、同一指紋の複数回照会も多

い。 

2005 年から 2008 年までのヒット数は 19 であった。 

 

（２）プロジェクト目標の達成を阻害した外部要因 

地方警察署からの定期的な押なつ指紋および遺留指紋の送付数が減少していることは、

AFIS 運用にかかるキャパシティに大きな影響を与えている。これに対して PNP 捜査局は、

2008 年 12 月 23 日付で、地方警察署に対して被疑者およびその他個人から押収したすべての

指紋を送付するよう指示している。 

 

４－３ 効率性 

プロジェクトはおおむね効率的であったといえる。その理由は次のとおりである。 

 

（１）達成された成果に対する投入の適切さ 

 １）日本人専門家 

PDM 上での専門家の投入は、２名×２か月×２回×３年＝24MM の投入であるが、2009

年２月現在では約 12MM にとどまっている。しかし、派遣は既に７回を数えており、１回

当たりの派遣期間に限りはあるが、頻繁に派遣することで C/P 側の作業進捗をこまめに管

理して技術指導をしたため、むしろ効率的な投入といえる。 

２）本邦研修 

これまで２名×２～３か月×５回を実施済み。2009 年度にあと１回を予定しており、計

画通り実施されている。研修内容についても、その時々の現地での課題に合わせた内容を

取り入れており、参加者の研修評価もおおむね高い。 

 ３）供与機材 

2009 年２月までに投入された資機材は、主に写真セミナーにかかる写真撮影・現像関連

機材（携行機材扱い）であり、写真技術の指導には不可欠なものであると判断される。 

2009 年４月に新たに遺留指紋読取装置を投入する予定である。これにより、これまでの

スキャナではできない特定指紋に光源調整を行うことで、より鮮明な遺留指紋画像の取り

込みが可能になる。今後専門家の指導により、遺留指紋登録および照会にかかる技術の向

上が期待される。 

 ４）フィリピン側 C/P 
 C/P である AFIS オペレーターは、AFIS が供与されてから 70 名ほどが新たに任用され

た。退職などにより人数の変動があるものの、高い技術を習得して実質的にリーダー的な

役割をしているものもいる。 

 

（２）プロジェクト成果の達成を阻害した外部要因 

不適切な指紋登録に対する削除および再登録作業により、プロジェクトが当初計画してい

た活動が遅れるといった影響が出ている。 
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４－４ 自立発展性の見込み 

AFIS は PNP 独自予算での維持管理契約により維持されているが、セキュリティ対策について改

善が必要とされている。 

将来の AFIS 運用に向けて、プロジェクトで育成した人材を活かして、新たに雇用される AFIS
オペレーターへの指導体制を確立することが求められる。 

AFIS でのヒット数を上げるためには、遺留指紋の再登録および押なつ指紋との照合技術の向上

が不可欠である。また、地方の警察署から CL 本部への指紋情報の送付は AFIS の機能に大きく影

響する要因である。 

2005 年から 2008 年までのヒットにかかわらず、被疑者検挙の情報は報告されていない。AFIS
による鑑定結果の捜査への活用および犯罪者の検挙が、持続的なAFISの活用を促進することにな

る。 

 

４－５ 結 論 

日本およびフィリピンの政策との整合性から、プロジェクトの妥当性は高い。また、投入およ

び活動がおおむね計画通り進展していることから、プロジェクトは効率的であると判断された。

しかし、不適切な指紋登録に対する削除および再登録作業が、プロジェクトの有効性を阻害して

いる。遺留指紋の修正入力および遺留指紋照会にかかる十分な知識の習得の見込みを考慮すると、

当初計画通りにプロジェクト目標を達成することは難しいと考えられる。
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第５章 提言と教訓 
 

５－１ 提 言 

評価結果から、遺留指紋における再登録および押なつ指紋との照合にかかる技術の習得を目

的に、１年間延長することを提言する。 

プロジェクトによって得られた成果の自立発展性、ならびに活動の持続性を考慮したうえで、

協力期間中および終了後に向けた提言事項は次のとおりである。 

 

（１）プロジェクト期間中に考慮すべき事項 

１）よりヒット率を高めるために、押なつ指紋の削除登録・再登録にかかる作業を完了さ

せ、被疑者押なつ指紋の入力を強化する。 

２）遺留指紋の適切な照会方法にかかる検討を継続する。 

３）新様式の押なつ指紋カードを活用する。 

４）AFIS のパスワードの定期的な変更といったセキュリティ対策を見直す。 

 

（２）プロジェクト終了後、自助努力を持続させるために考慮すべき事項 

１）PNP・CL が AFIS の新しいオペレーターに対して自立的に研修を実施できるような体

制を整備する。 

２）地方で作成された押なつ指紋登録を増やすために、地方での押なつ指紋作成および中

央への送付にかかるシステムを整備する。 

３）地方の警察署から CL への指紋の収集および AFIS で照合・鑑定した結果の犯罪捜査へ

の活用にかかる総合的な調整のための仕組みを検討する。 

４）鑑定結果を捜査に活用した結果、被疑者が検挙されたか否かにかかる情報を CL に送

って集約できるようにしておく。 

 

５－２ 教訓：機材の効果的活用のための技術的および組織的管理体制 

AFIS という最新鋭の機材を導入しても、それだけで課題を解決することはできず、それを使

いこなすだけの技術と体制が重要である。技術については、機材を操作する技術のみならず、

指紋を見るための基本的な知識や技術があってはじめて成り立つものである。また、組織とし

て当該機材を運用していくための人員配置や管理体制も、持続性の観点から不可欠な要素であ

る。 
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参加人数

プロジェクト開始前セミナー（飯島専門家・井田専門家派遣時）

期　　間

セミナー内容

AFIS課　70名
・オペレーター　1班　23名
・オペレーター　2班　24名
・オペレーター　3班　23名
指紋課職員　16名
・指紋課職員　1班　　  8名
・指紋課職員　2班　　  8名

オペレータ2班：2005年5月3日～9日
オペレータ1班：2005年4月18日～22日

オペレータ3班：2005年5月17日～23日
指紋課職員1班：2005年6月1日～7日
指紋課職員2班：2005年6月8日～15日

AFISオペレータに対する教養
・指紋の定義及び特性（一般的な特徴）
・遺留指紋のトレース（トレース要領、座標軸の設定要領）
・遺留指紋と候補指紋の対照要領及び特徴点の指摘要領
・指紋の鑑定
・AFISモニターでの遺留指紋のトレース及び遺留指紋の対照等の教養、実践訓練を班別
（１～3班）に2週間実施
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9月7日
9月11日
9月12日

9月14日
9月19日
9月20日

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21 Linante F Soriano

Richard F Vallesfin John Edwin F Padayao
Rofil F Zason Lito T Samaniego

Ramil T Rueda Noel V Moskito
Elmo V Toquero Jr Chester G Nitron

Marzon Q Medina Valentin E Mangoba Gelbertson B Santos
Lauriano E Pajente Federico B Manzano

Homer B Huerno Christian A Iglesia Jenny P Onzo
Elde F Labis Charibelle M Jandoc Javin V Realgo

Loreta R Dela Cruz Elmer D Dilan Gerald V Nicomedes
Desiderio A Embernate Jr Rodelmar U Dizon Amado B Ocampo Jr

Christopher R De Vera Santiago A Calimag Angelino V Lusaya
James Earl J Decena Elmer M De Guzman Godfrey M Lustado

Eduardo Jose T Caranguian Bernadette C Morta Pedrito V Idulan Jr
Rommel S Cedeno Brian Francis O Caliplip Neil E Jaboni 

Mary Ann L Daracan Geovanni R Brinquez Eduardo L Ducanes
Evangeline G Canizares Mark A Cabfeng Roy B Exioma

Edison B Ballada Cheer F Navarra Haide L Cubar
Ponciano C Barnedo Ricky G Balilo Tirso E Cuico

Renan S Alvarez John O Agtarap Gloria G Acuba
Richard M Bagorio Fernando M Amaro Frazier M Asadil

　　　（ＯＨＰを用いての検討）

参加人数

セミナー内容

ＣＬＡＳＳ－１ ＣＬＡＳＳ－２ ＣＬＡＳＳ－３

・指紋鑑定の価値

・指紋鑑定の重要性

・指紋鑑定時の注意点

・特徴点の指摘の実践

56名

参加者名簿

遺留指紋のトレース要領及び実践

・指紋の意義について

・ＡＦＩＳによる指紋の活用の重要性

・データベースの構築について

・トレース時の注意点

・遺留指紋用トレース紙を用いてのトレース

・端末を用いての実践

指紋の鑑定について

（第1回派遣時）　AFISの基本セミナー
Class 1：2006年9月7日,14日

Class 2：2006年9月11日,19日期　　間

Class 3: 2006年9月12日,20日
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62名
第１日目

第２日目

第３日目

第４日目

ＣＬＡＳＳ－２

1 Angeles V Hernandez
2 Rodello A De Leon
3 Rex Evangelista
4 Fernando M Amaro
5 Frazier M Asadil
6 Richard M Bagorio
7 Ricky G Balilo
8 Santiago A Calimag
9 Rommel S Cedeno

10 Mary Ann L Daracan
11 James Earl J Decena
12 Loreta R dela Cruz
13 Rodelmar U Dizon
14 Eduardo L Ducanes
15 Desiderio A Embernate Jr
16 Homer B Huerno
17 Godfrey Lustado
18 Valentin E Mangoba
19 Federico B Manzano
20 Noel V Moskito
21 Cheer F Navarra
22 Amado B Ocampo Jr
23 Evangeline C Olarte
24 Jenny P Onzo
25 Lauriano E Pajente
26 Javin V Realgo
27 Linante Soriano
28 Bryan Keith Taccad
29 Marvin G Tacdol
30 Elmo V Toquero
31 Renante G Tosoc
32 Haide L Cubar
33 Marlon Q Marcial
34 Marilou Alfonso

AFISオペレーション

・新方式押なつ指紋登録操作手順

今後のフィリピンＡＦＩＳの考察

参加人数

セミナー内容 AFISの役割について

データベースについて　（・押なつ指紋　・遺留指紋）

期　　間
Class 1：2007年6月19日～22日
Class 2：2007年6月25日～28日

（第2回派遣時）　New Approrch in Ten Print Registration

Richard F Vallesfin
Rofil F Zason
Christian A Iglesia

John Edwin F Padayao
Ramil T Rueda
Lito T Samaniego
Gelbertso B Santos

Angelito V Lusaya
Marzon Q Medina
Bernadette C Morta
Gerald V Nicomedes

Neil E Jaboni
Charibelle M Jandoc
Elde F Labis
Mario S Lazaro

Elmer M De Guzman
Christopher R De Vera
Elmer D Dilan
Roy B Exioma

Geovanni R Brinquez
Mark A Cabfeng
Brian Francis O Caliplip
Eduardo Jose T Caranguian

John O Agtarap
Renan S Alvarez
Edison B Ballada
Ponciano C Barnedo

ＣＬＡＳＳ－１

参加者名簿

AFISについて　（・業務・押なつ指紋照合・遺留指紋照合・余罪照合　）

Valiente G Tebia

登録について　（・画面・・・新画面変遷　・修正・・・追加機

トレーニング

・一致するものを探せ（印象の異なる同一の指紋を対照する能力をみる。）

遺留指紋の指種の推定

遺留指紋の指種の推定　・解答と解説

参考講義　・掌紋について
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9名
7月3日

7月5日

7月6日

7月9日

1 Valiente G Tebia
2 Rodello A De Leon
3 Homer B Huerno
4 Noel V Moskito
5 Fernando M Amaro
6 Mary Ann L Daracan
7 Bernadette C Morta
8 Neil E Jaboni
9 John O Agtarap 

現場指紋の採取実習（研修生の指紋）

遺留指紋の指種の推定について（本邦研修生講師）

遺留指紋の指頭部の推定（本邦研修生講師）

参加人数

セミナー内容

オペレーション指導

遺留指紋のトレースについて（本邦研修生講師）

トレース実習

参加者名簿

期　　間 2007年7月3・5・6・9日の4日間

（第２回派遣時）　遺留指紋担当者に対するセミナー

遺留指紋照会実習

２日間にわたり、本邦で研修したオペレーターによるセミナーを

実施した。（Ricky G Balilo,Loreta R Dela Cruz）

遺留指紋照会実習

（７／３に採取した遺留指紋を実際に照会する）
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20名

1 AFIS Ducanes Eduardo AFIS Mangoba Valentin
2 AFIS Dilan Elmer AFIS Zason Rofil
3 AFIS Jandoc Charibelle AFIS Samaniego Lito
4 FPID Pedrito V Idulan Jr FPID Aurey Renan M Raner
5 Photo Ma. Elena P Magadia Photo Alonie I Fabros
6 QCPD Ben Corpuz QCPD Jose V Bonifacio
7 EPD Marilyn C Salvacion EPD Vergel B De Jesus
8 SPD Elmar B Manuel SPD Roque B Garcia
9 NPD Peter Lloyd S Claudio AFIS Lusaya Angelino

10 Lacpapan Antonio S AFIS Caranguian Eduardo

（第5回派遣時）　写真セミナー
Class 1：2008年9月1日～12日

期　　間
Class 2：2008年9月15日～26日

参加人数

セミナー内容 ・スライドによる講義
・各種機材の取扱及び処理薬品調合の教養
・遺留指紋撮影実習
・フィルム現像処理実習
・実物大引き伸ばし実習
・課題資料の提出とチェック

ＣＬＡＳＳ－１

参加者名簿

ＣＬＡＳＳ－２
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1 AFIS Ducanes Eduardo AFIS Mangoba Valentin
2 AFIS Dilan Elmer AFIS Zason Rofil
3 AFIS Jandoc Charibelle AFIS Samaniego Lito
4 FPID Pedrito V Idulan Jr FPID Aurey Renan M Raner
5 Photo Ma. Elena P Magadia Photo Alonie I Fabros
6 QCPD Ben Corpuz QCPD Jose V Bonifacio
7 EPD Marilyn C Salvacion EPD Vergel B De Jesus
8 SPD Elmar B Manuel SPD Roque B Garcia
9 NPD Peter Lloyd S Claudio AFIS Lusaya Angelino

10 Lacpapan Antonio S AFIS Caranguian Eduardo

（第６回派遣時）　The Sifnigicance of AFIS in the PNP
期　　間 2008年12月10日

ＣＬＡＳＳ－１ ＣＬＡＳＳ－２

参加人数

セミナー内容 ・PNP・AFISの活用と重要性
　･･･AFISの概要とPNPにおける指紋登録数及び遺留指紋照会件数及び
　　 その活用と重要性について
・「本プログラムの概要」（扇澤プロマネ実施）
　･･･銃器・薬物対策プロジェクト及びAFIS運用プロジェクトの概要説明

参加者名簿
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２．プロジェクト投入・活動進捗／プロジェクト達成状況
表 4: 供与機材リスト

Equipments for Expert Oki on August 2008
Description of Goods Quantity Amount

FILM CAMERA, FM 10 3 PCS \85,200
ZOOM LENS, AF NIKKOR 24-85/2.8-4D 3 PCS \225,000
MICRO LENS AF-S MICRO 60mm F 2.8D 3 PCS \150,000
STROBES, SPEED LIGHT SB-600 3 PCS \93,000
CABLE RELESSE, AR-3 3 PCS \2,700
FILTER, MC-C12(BLUE) 62mm 3 PCS \6,300
FILTER, MC-P01(GREEN) 62mm 3 PCS \6,300
FILTER, MC-R1(RED) 62mm 3 PCS \6,300
FILTER, MC-Y2(YELLOW) 62mm 3 PCS \6,300
FILTER, MC-YA3(ORANGE) 62mm 3 PCS \6,300
COPY STAND, CS-7 3 PCS \167,700
COPY LIGHT, CL-2 AC 100V WITH DOWN TRANS 3 SETS \126,000
LIGHT METER, "STUDIO DELUXE III" L-398A 1 PCE \30,000
TANK FOR DEVELOPMENT, L402 3 PCS \14,400
TANK REEL FOR 35mm Film, L411A 3 PCS \6,750
DARK ROOM WATCH, QT3 1 PCE \10,700
LIQUID THERMOMETER, 740878 1 PCE \400
MEASURE CUP, 1.3L 741011 1 PCE \820
STRORAGE TANK, 2L, 741158 1 PCE \750
FILM CLIP WITH WEIGHT(BOTH SIDES). L6062.2pcs/set 1 SET \670
DARK ROOM WATCH, QT3 AC100V WITHDOWN TRANS 1 SET \8,000
SAFE LIGHT GLASS NO.4(DARK GREEN), 740779 1 PCE \2,280
ENLARGEMENT MACHINE 6600, AC100V WITH DOWN TRANS 3 SETS \249,300
ENLARGEMENT LENS FOR THE ABOVE, EX50/F2.8 3 PCS \48,000
ENLARGEMENT LENS FOR THE ABOVE, EX75/F4.8 3 PCS \71,100
ENLARGEMENT TIMER, ET-400, AC100V 3 PCS \48,300
EASEL MASK (FOUR CUTTING) L503 3 PCS \18,150
DARK ROOM WATCH,QT3 AC100V WITH DOWN TRANS 3 SETS \24,000
SAFE LIGHT GLASS NO.4(ORANGE-GREEN), 740731 3 PCS \6,750
PAPER CUTTER 30cm, L6132 1 PCE \19,200
DEVELOPING TRAY (FOUR CUTTING), L65411A-C 1 PCE \1,130
BAMBOO TWEEZER SET, 3pcs/set, 741301 1 SET \300
STIR STICK, 740922 1 PCE \200
STORAGE TANK, 2L, 741158 1 PCE \750

Total \1,443,050

Equipments for Expert Oki on November 2008
INFRARED FILM DRYER (FL AC 100V WITH DOWN TRANS) 1 SET \247,500
AIR DRYER FOR PHOTOGRAPHIC PAPER (JRC11N AC 100V WITH DOWN TRANS) 1 SET \276,000
TRAY FOR PHOTOGRAPHIC PAPER(QUARTERING), L65411 2 PCS \2,900

Total \526,400

Equipments for Project on March 2009
FINGERPRINT ANALYZER (include display and other standard attachments) 1 SET \1,069,810
STEP DOWN TRANSFORMER 2 SET \19,000
LATENT FINGERPRINT READER 1 SET \5,906,450
SOFTWARE 1 SET \6,100,000

Total \13,095,260

List of Equipments for Expert and for Project
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ト
に

お
け

る

業
務

実
績

と

成
果

達
成

状

況
の

比
較

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

開
始

当
初

に
ト

レ
ー

ナ
ー

候
補

を
選

出
し

、
講

師
経

験
を

含
め

て
集

中
的

に
育

成
を

図
っ

た
結

果
、
実

質
的

に
リ

ー
ダ

ー
的

な
存

在
と

し
て

技

術
を

擁
し

て
活

躍
す

る
人

材
が

育
成

さ
れ

た
。

 
 

A
FI

S
の

オ
ペ

レ
ー

タ
ー

が
３

年
間

固
定

し
て

お
り

、
今

後
の

人
事

異
動

を
考

え
る

と
、

新
規

に
採

用
さ

れ
る

オ
ペ

レ
ー

タ
ー

の
た

め
、

A
FI

S
内

部
に

お
け

る
研

修
シ

ス
テ

ム
の

確
立

や
運

用
技

術
の

継
承

の
仕

組
み

づ
く

り
が

、
自

立
的

な
運

用
の

た
め

に
は

重
要

で
あ

る
。

 

中
程
度

 

効
果

の
達

成
状

況
 

（
実

績
表

参
照

）
 

成
果

２
の

達
成

状
況

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク

ト
に

お
け

る

業
務

実
績

と

成
果

達
成

状

況
の

比
較

 

押
な

つ
指

紋
登

録
に

つ
い

て
は

、
再

登
録

手
続

き
が

進
む

に
つ

れ
て

、
適

正
か

つ
迅

速
な

登
録

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
て

き
た

。
 

遺
留

指
紋

登
録

に
つ

い
て

は
、
ま

だ
倍

率
が

違
う

、
画

像
の

悪
い

ま
ま

の
登

録

が
さ

れ
て

お
り

、
今

後
遺

留
指

紋
読

取
装

置
に

よ
る

遺
留

指
紋

登
録

指
導

に
よ

り
適

切
か

つ
迅

速
に

登
録

作
業

が
行

わ
れ

る
こ

と
が

望
ま

れ
る

。
 

遺
留

指
紋

照
会

に
つ

い
て

は
、
遺

留
指

紋
の

ト
レ

ー
ス

技
術

の
向

上
や

デ
ー

タ

ベ
ー

ス
の

構
築

に
よ

り
改

善
が

見
ら

れ
て

き
た

が
、
犯

罪
現

場
で

処
理

さ
れ

た

遺
留

指
紋

の
実

践
的

な
鑑

定
経

験
を

積
ん

で
い

く
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

 

中
程
度

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

達
成

の
見

込
み

 

C
L
に

お
け

る
指

紋
照

合
・
鑑

定
件

数
の

上
昇

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク

ト
に

お
け

る

業
務

実
績

と

目
標

へ
の

到

達
状

況
の

比

較
 

登
録

指
紋

数
は

2
0
0
9
年

１
月

現
在

、
5
3
7
,
8
3
4
と

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

開
始

当
初

の
２

倍
に

伸
び

た
が

、
重

複
登

録
や

不
適

切
登

録
が

多
く

、
現

在
削

除
登

録
お

よ
び

再
登

録
作

業
を

余
儀

な
く

さ
れ

て
い

る
。

 

遺
留

指
紋

照
会

回
数

は
2
0
0
8
年

に
1
,
3
7
7
回

と
伸

び
て

い
る

が
、

実
際

は
同

一
指

紋
の

複
数

回
照

会
が

多
い

。
 

2
0
0
5
年

か
ら

2
0
0
8
年

ま
で

の
ヒ

ッ
ト

数
は

1
9
で

あ
っ

た
。

 

 

有
効

性
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
進

捗
、

達
成

に
貢

献
／

阻
害

し
た

外
部

要
因

は
あ

る
か

 

採
取

さ
れ

た
指

紋
情

報
の

送
付
・
集

積
状

況
 

外
部

要
因

の

特
定

 

地
方

警
察

署
か

ら
の

定
期

的
な

押
な

つ
指

紋
お

よ
び

遺
留

指
紋

の
送

付
数

が

減
少

し
て

い
る

こ
と

は
、

A
FI

S
運

票
に

か
か

る
キ

ャ
パ

シ
テ

ィ
に

大
き

な
影

響
を

与
え

て
い

る
。

こ
れ

に
対

し
て

、
PN

P
捜

査
局

は
2
0
0
8
年

1
2
月

2
3
日

付
で

地
方

警
察

署
に

対
し

て
被

疑
者

お
よ

び
そ

の
他

個
人

か
ら

押
収

し
た

全

て
の

指
紋

を
送

付
す

る
よ

う
指

示
し

て
い

る
。
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評
価

調
査

項
目

 
評

価
項

目
 

大
項

目
 

小
項

目
 

判
断

方
法

 
評

価
内

容
サ

マ
リ

ー
 

評
価

 

専
門

家
の

数
、

時
期

、

専
門

領
域

の
適

切
さ

 

計
画

と
実

績

の
比

較
 

PD
M

上
で

の
専

門
家

の
投

入
は

、
２

名
×

２
か

月
×

２
回

×
３

年
＝

2
4
M

M
の

投
入

で
あ

る
が

、
2
0
0
9
年

２
月

現
在

で
は

約
1
2
M

M
に

と
ど

ま
っ

て
い

る
。

し
か

し
、
派

遣
は

す
で

に
７

回
を

数
え

て
お

り
、
１

回
当

た
り

の
派

遣
期

間
に

限
り

は
あ

る
が

、
頻

繁
に

派
遣

す
る

こ
と

で
、

C
/P

側
の

作
業

進
捗

を
こ

ま
め

に
管

理
し

て
技

術
指

導
を

し
て

い
る

た
め

、
む

し
ろ

効
率

的
な

投
入

と
い

え

る
。

 

高
い

 

本
邦

研
修

の
数

、
時

期
、

内
容

の
適

切
さ

 

計
画

と
実

績

の
比

較
 

・
こ

れ
ま

で
、

２
名

×
２

～
３

か
月

×
５

回
を

実
施

済
み

。
2
0
0
9

年
度

に
あ

と
１

回
を

予
定

し
て

お
り

、
計

画
通

り
実

施
さ

れ
て

い
る

。
 

・
研

修
内

容
に

つ
い

て
も

、
そ

の
時

々
の

現
地

で
の

課
題

に
合

わ
せ

た
内

容

を
取

り
入

れ
て

お
り

、
参

加
者

の
研

修
評

価
も

お
お

む
ね

高
い

。
 

高
い

 
効

率
性

 

成
果

に
対

す
る

投
入

の
質

・

量
・

タ
イ

ミ
ン

グ
の

適
切

さ
 

現
地

セ
ミ

ナ
ー
・

O
JT

の
数

、
時

期
、
内

容
の

適
切

さ
 

投
入

規
模

と

期
待

さ
れ

る

効
果

の
検

討
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

開
始

当
初

は
ほ

ぼ
全

員
の

A
FI

S
オ

ペ
レ

ー
タ

ー
を

ク
ラ

ス
分

け
し

て
セ

ミ
ナ

ー
型

で
指

導
を

し
て

い
た

が
、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
中

盤
か

ら
は

作

業
課

題
を

明
確

に
し

て
、

そ
の

進
捗

を
管

理
し

つ
つ

O
JT

型
で

指
導

し
た

。

C
/P

側
の

実
状

に
合

わ
せ

て
適

切
な

指
導

方
法

を
と

っ
て

い
る

と
い

う
意

味

で
は

適
切

で
あ

る
。

 

高
い
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評
価

調
査

項
目

 
評

価
項

目
 

大
項

目
 

小
項

目
 

判
断

方
法

 
評

価
内

容
サ

マ
リ

ー
 

評
価

 

投
入

資
機

材
の

項
目

、

仕
様

、
投

入
時

期
 

投
入

規
模

と

期
待

さ
れ

る

効
果

の
検

討
 

・
2
0
0
9

年
２

月
ま

で
に

投
入

さ
れ

た
資

機
材

は
主

に
写

真
セ

ミ
ナ

ー
に

か
か

る
写

真
撮

影
・
現

像
関

連
機

材
（

携
行

機
材

扱
い

）
で

あ
り

、
写

真
技

術
の

指
導

に
は

不
可

欠
な

も
の

で
あ

る
と

判
断

さ
れ

る
。

 

・
2
0
0
9
年

４
月

に
新

た
に

遺
留

指
紋

読
取

装
置

を
投

入
予

定
。
こ

れ
に

よ
り

、

こ
れ

ま
で

の
ス

キ
ャ

ナ
で

は
で

き
な

い
特

定
指

紋
に

光
源

調
整

を
行

う
こ

と
で

、
よ

り
鮮

明
な

遺
留

指
紋

画
像

の
取

り
込

み
が

可
能

に
な

る
。
今

後
専

門
家

の
指

導
に

よ
り

、
遺

留
指

紋
登

録
お

よ
び

照
会

に
か

か
る

技
術

の
向

上

が
期

待
さ

れ
る

。
 

高
い

 
成

果
に

対
す

る

投
入

の
質

・

量
・

タ
イ

ミ
ン

グ
の

適
切

さ
 

フ
ィ

リ
ピ

ン
側

C
/P

の
数

、
能

力
、
配

置
の

時
期

 

投
入

規
模

と

期
待

さ
れ

る

効
果

の
検

討
 

・
C

/P
で

あ
る

A
FI

S
オ

ペ
レ

ー
タ

ー
は

A
FI

S
が

供
与

さ
れ

て
か

ら
7
0
名

ほ

ど
が

新
た

に
任

用
さ

れ
た

。
退

職
な

ど
に

よ
り

人
数

の
変

動
が

あ
る

も
の

の
、
高

い
技

術
を

習
得

し
て

実
質

的
に

リ
ー

ダ
ー

的
な

役
割

を
し

て
い

る
も

の
も

い
る

。
 

中
程
度
 

 

効
率

性
の

阻

害
・

貢
献

要
因

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
効

率
性

を
阻

害
・
貢

献
し

た
要

因
は

存
在

し
た

か
 

阻
害

・
貢

献

要
因

の
特

定
 

不
適

切
な

指
紋

登
録

に
対

す
る

削
除

お
よ

び
再

登
録

作
業

に
よ

り
、
プ

ロ
ジ

ェ

ク
ト

が
当

初
計

画
し

て
い

た
活

動
が

遅
れ

る
と

い
っ

た
影

響
が

出
て

い
る

。
 

中
程
度
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